
みなとパーク芝浦総合管理業務委託 企画提案書（概要版）

【第９号様式】１ 各管理業務 (1) 設備管理

提案要約

①

ｱ 既存の省ｴﾈﾁｭｰﾆﾝｸﾞに捉われない環境変化に応じた調整による空調・ｴﾈﾙｷﾞｰ効率最大化
ｲ 貴区が目指すｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸによる省CO2まちづくりに地域冷暖房施設と連携し貢献
ｳ 本施設のｴﾈﾙｷﾞｰ使用量の最適化・省ｴﾈ化の実現に向けて、空調分科会に参加
ｴ 芝浜小学校に対しこれまでの空調分科会や省ｴﾈに関する取組の経緯や概要の説明会実施

②

ｱ 多様なﾆｰｽﾞに対応する人員配置・管理計画を策定し、設備稼働を通じて安全・快適性の向上
ｲ 既に年間管理計画書(案)を策定済、業務開始後速やかに貴区や各入居機関と協議の上確定
ｳ 芝浜小学校の開校に伴い、設備機器ﾒｰｶｰとの打合せや設備取扱い説明会の立ち合い実施
ｴ 常駐設備ｽﾀｯﾌによる日常点検とﾒｰｶｰなど専門会社ｽﾀｯﾌによる定期点検の相互補完

【第15号様式】2 総合管理業務 (2) 消防・防災計画の考え方

提案要約

ｱ 「防火管理技能者」を選任、本施設全体の消防・防災計画のとりまとめ実施、年2回の防災訓練等の実施、避
難動線確保やその他避難上必要な施設等の適正管理を実施

ｲ みなとﾋﾞﾙ運営部をはじめとした本部組織の補助により、現地に任せきりにしない体制を構築

【第10号様式】１ 各管理業務 (2) 保安警備管理

提案要約

①
ｱ 本施設に求められる「安心・安全」、「利用者への高いｻｰﾋﾞｽ」を確立
ｲ 芝浜小学校の開校に伴い、動線の混雑対応や不審者対応、危険個所の確認、小学校内の細密巡回の
対応をﾎﾟｲﾝﾄとして安全性向上へ取組み

②

ｱ 防災訓練や警備指導教育担当者等によるｽﾀｯﾌ教育、日頃から緊急事態に冷静かつ確実に対応ができ
る体制を確立

ｲ 緊急事態発生時には直ちに現場へ駆けつけ、状況確認及び初動対応、非常事態のﾚﾍﾞﾙを 判断し、ど
のように被害を最小化するかを施設全体で検討

ｳ 緊急用各種ﾏﾆｭｱﾙを防災ｾﾝﾀｰ内に常備、緊急時に迅速な対応ができる体制を構築

【第11号様式】１ 各管理業務 (3) 環境整備管理

提案要約

①

ｱ 清掃ｴﾘｱを「軽汚損ｴﾘｱ」、「中汚損ｴﾘｱ」、「重汚損ｴﾘｱ」に区分、汚れ具合や各入居機関ごとに 応じた清
掃頻度・作業内容を設定し、費用対効果の高い清掃を実行

ｲ 代表企業は大型複合施設や技術研修ｾﾝﾀｰなどにおいて清掃ﾛﾎﾞｯﾄの実証実験を実施
ｳ 新型ｺﾛﾅ対策のため、抗ｳｲﾙｽｺｰﾃｨﾝｸﾞや二酸化炭素ｾﾝｻｰの設置、除菌拭き等を提案

②
ｱ 樹木医による定期診断や管理ﾏﾆｭｱﾙ活用、ﾋﾞﾙ風に強く美観にもいい影響を与える樹木育成

【第12号様式】１ 各管理業務 (4) 情報発信総合案内管理

提案要約

①

ｱ 貴区に愛着を持つ構成企業が施設情報に留まらない、幅広い知識を持つ「貴区のｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ」としてｻｰ
ﾋﾞｽを提供

ｲ ご利用される来館者の皆様にご満足いただくため、特にﾒｲﾝ施設である芝浦港南地区総合支所やｽﾎﾟｰ
ﾂｾﾝﾀｰなどの各入居機関と密なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取り連携

②

ｱ 緊急時には受付ｽﾀｯﾌの枠を超え、安全の確保、安心を提供
ｲ 年齢・性別・国籍など様々な施設利用者の安全性を確保するため、それぞれの利用者に合わせた丁寧
な対応

ｳ 避難誘導時の英語によるｱﾅｳﾝｽ、高齢者や車いすの方へは特に配慮し情報周知

【第13号様式】１ 各管理業務 (5) 各管理業務の連携に対する考え

提案要約

①

ｱ ｲﾍﾞﾝﾄ時の来館者の増加への対応や平常時とは異なる動線の確保は防災ｾﾝﾀｰが中心となり、
各業務責任者に指示を出し、円滑なｲﾍﾞﾝﾄの実施に協力
ｲ 総合管理責任者が主体となり毎日防災ｾﾝﾀｰにて朝礼実施、各業務の指示事項や留意事項を
各業務ｽﾀｯﾌﾚﾍﾞﾙまでﾌﾞﾚｲｸﾀﾞｳﾝ
ｳ 朝礼は貴区本施設所管部署にも参加を要請し貴区の要望を的確に把握、各業務ｽﾀｯﾌﾚﾍﾞﾙ
まで共通認識
ｴ 駐輪場・駐車場の担当者も朝礼に参加し、施設全体として情報共有・情報集約

②
ｱ ｽﾋﾟｰﾄﾞ感を持って対応するため、ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ・館内PHS等を活用しﾘｱﾙﾀｲﾑに情報共有
ｲ 「総合管理責任者を頂点とする明確な指揮命令系統」と「事象別の報告先ﾌﾛｰ」を事前に 全ｽﾀｯﾌと
共有、有事の際にも的確な対応が可能

【第14号様式】2 総合管理業務 (1) 総合管理に対する考え方

提案要約

① ｱ 大規模複合施設をよく理解する経験豊富な総合管理責任者を配置、豊富な知識とﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力で本施
設に携わる管理ｽﾀｯﾌ約40名を統率

②
ｱ 総合管理責任者には、「建物管理に関するあらゆる知識を有する人材」、「充分な責任者経験を有する
人材」、「人材ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ能力の優れた人材」、等を基準とし選任

ｲ 受付業務を担当する企業を構成企業として、共同事業体を組成し内部統制

【第16号様式】2 総合管理業務 (3) 緊急時の対応

提案要約

ｱ 被害状況を踏まえ緊急事態ﾚﾍﾞﾙを総合管理責任者にて判断し、「現地災害対策本部」設置を決定
ｲ 「現地災害対策本部」は非常時の情報集約、指揮命令機関、総合窓口として防災ｾﾝﾀｰ内に設置、 事前に貴
区と協議の上、役割を明確にし、災害発生時には貴区との連携体制を構築

ｳ 緊急時や異常時に全ｽﾀｯﾌが一定基準に基づき迅速な対応ができるよう、全社で共通ﾏﾆｭｱﾙを整備
ｴ 「危機管理ﾏﾆｭｱﾙ」や「管理物件火災対応ﾏﾆｭｱﾙ」、「反社会的勢力対応ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」等を周知徹底
ｵ 本施設においては貴区の定める災害時対応に基づき、本施設の特性に合わせた対応ﾌﾛｰを構築

【第17号様式】2 総合管理業務 (4) 施設利用者等の意見集約・対応、区・各施設との連携

提案要約

ｱ 貴区と平日は殆ど毎日ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る等強固に連携し、施設全体の情報や各入居機関の情報・ 共用部管
理の変更点等について共有・協議、貴区と方向性を合わせた管理

ｲ 施設内におけるﾀｲﾑﾘｰな情報は、日々各入居機関職員様と情報交換をし集約
ｳ 集約した情報は「維持管理要望書」に蓄積、協議を必要とするものは課題策の検討・協議会議案化
ｴ 各入居機関と日常から積極的にｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを取り、「情報共有のﾊﾟｲﾌﾟ役」として機能
ｵ 入居機関がｲﾍﾞﾝﾄを行う際にも情報収集、当日の各業務の動きを検討し円滑なｲﾍﾞﾝﾄ実施を支援

【第18号様式】3 業務委託に係るサポート体制

提案要約

ｱ 代表企業のみなとﾋﾞﾙ運営部、本社部門による業務支援や監査を通し、ｻﾎﾟｰﾄ体制を構築
ｲ 本施設から車で5分の位置に拠点を持つみなとﾋﾞﾙ運営部を新設、迅速な緊急対応と連携の強化
ｳ みなとﾋﾞﾙ運営部が業務実施体制や業務履行確認のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを実施、他管理施設でのより効率的な管理手
法紹介や複合施設に関する新しい情報等も提供

ｴ 構成企業責任者による定期的な現地確認や受付ｽﾀｯﾌと責任者の個別面談等を実施、情報発信総合案内業
務だけでなく施設全体の管理状況を確認

【第19号様式】4 区が提示した業務仕様書に対する改善等の提案

提案要約

ｱ ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷに立哨警備の配置をすることで、本施設だけでなく街の安全確保に貢献
ｲ LGBTの方々へ向け、ご意見箱の記入用紙変更を提案、ｲﾍﾞﾝﾄの際の更衣室については空き部屋をLGBT
の方々への更衣室として開放することを検討

【第20号様式】5 事業者の社会貢献及び地域貢献

提案要約

ｱ 代表企業は令和3年11月に、LGBTへの取り組み指標「PRIDE指標」において「ｼﾙﾊﾞｰ」を受賞
ｲ 本施設での障害者雇用については、貴区障害者事業団と連携し、積極的な受入体制を構築


